
平成 30 年度～令和４年度 中期運営方針の自己評価 

 

○資料の充実については、「蔵書数(図書)」は、5年間毎年一定数を購入してきた。 

   「蔵書検索数」は、平成 30 年度のシステム変更に伴い、カウントの仕方の変更 

により令和元年度減少しているが、使い勝手がよくなったことから、その後 

の検索数が向上したと考えられる。 

○DB の整備・充実では、DB 登録数は毎年 700 件程度ずつ増加しているが、令和 4 

年度は阪神・淡路大震災関連資料について、神戸大学等と行ってきた横断検索 

事業の終了に伴い、同資料を登録から削除したため減少となった。なお、同資 

料については、国立国会図書館の東日本大震災アーカイブ(ひなぎく)への登録に 

向け、現在調整中である。 

○利用者への支援強化については、平成 28 年 6 月～平成 30 年 3 月までの耐震工 

事が終了し、当館は平成 30 年 7 月１日から通常運営となり本格復帰をめざし 

ていたところ、令和２年度当初からコロナウィルス感染が拡大し、「利用者数」 

は大きく減少した。その後、徐々に回復しつつある。「レファレンス件数」につ 

いては、カウントの仕方を適切に見直したことと、カウント漏れの防止に努め 

たことにより増加となった。 

○アウトリーチ事業の充実・強化については、職員が出向いて対面で行なう学校 

サポート講座や出前講座はコロナ禍により依頼が減少した。令和 4年度は、コ 

ロナウィルスの感染縮小に伴い、学校サポート講座の参加者数は増加傾向に転 

じた。出前講座は回数は同数であるが、高齢者が主な受講生となっていること 

から、高齢者向け講座回数及び参加者数の減少により、全体として伸び悩んだ 

と思われる。 

学校セット貸出依頼校数は増加しているものの、限定的なテーマの貸出希望が 

増えており、ニーズに応えられる図書が少ないので、対応策が必要である。 

○積極的な発信については、「新聞への掲載件数」は、マスコミへの積極的な働き 

かけにより回復した。「HP アクセス数」は、毎年 16 万件前後で推移し、令和 4 

年度は減少に転じているが、広報効果のより高い SNS（X 旧 Twitter）を活用 

して情報発信を積極的に行った。これらの効果が、蔵書検索数の増加や利用者数 

の回復につながっていると考える。 

 

  

項目 　　　　年度　 30 元 2 3 4

冊 657,151 662,307 668,711 655,368 661,764

件 2,527,753 973,271 1,095,767 1,342,958 1,578,457

件 616,151 589,208 594,666 600,247 591,893

ＤＢの整備・充実 件 42,183 42,826 43,509 44,221 41,966

図書館職員
の資質向上

人 288 206 200 162 200

人 106,924 132,986 95,245 121,703 126,490

年度末有効数 件 12,806 12,109 11,247 10,514 10,199

新規登録数 件 1,326 1,296 1,210 1,400 1,207

冊 32,110 38,972 36,628 43,159 36,733

冊 9,487 15,366 13,438 13,781 13,529

人 534 599 484 451 536

件 4,083 4,374 4,554 4,335 6,422

件 67 79 99 62 69

ネットワークの

拡充
館 118 118 123 126 126

回数 回 16 10 2 1 4

参加者数 人 705 488 13 23 279

校数 校 15 26 22 14 19

冊数 冊 1,097 3,650 2,952 2,519 2,196

回数 回 9 9 2 5 5

参加者数 人 297 320 86 235 166

回数 回 4 4 2 4 3

参加者数 人 2,100 722 33 661 206

回数 回 4 2 2 1 1

参加者数 人 193 87 42 25 129

件 158,039 160,450 171,328 165,513 145,929

件/日 21 21 27 33 29

件 27 15 16 15 30

資料の充実

蔵書数（図書）

蔵書検索数

国会図書館への書誌データ提供件数

ふるさとひょうご関連ＤＢへの登録数

研修会への参加人数

利用者への
支援強化

利用者数

レファレンス件数

国会図書館協同ＤＢへのレファレ
ンス事例登録数

利用登録数

貸出冊数（個人）

貸出冊数（協力貸出）

講座等参加人数

ＨＡＬネット参加団体数

アウトリーチ
事業の充実・
強化

学校サポート講座

積極的な発信

ＨＰアクセス数

Facebookアクセス数

新聞への掲載件数

学校セット貸出

出前講座

館外巡回イベント

子ども読書活動

R2.3.4～R2.3.15

R2.3.20PM～R2.5.25
コロナによる臨時休館H30.3.19～H30.6.30 リニューアル準備のための休館

H30.7.1～ 通常運営
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